推進委員会　研究の進め方　　　平成２７年度
　　　　　　　
　より質の高い研究のために。事例発表を現場にフィードバックする研究のために。

　　事例発表園は２園まで、写真や映像を持ち寄る
　　　　　１つひとつの事例を深く読み込むために、毎回の研究会での事例発表は、２園までにします。また事例発表園は、その事例の雰囲気がわかる写真や映像を１枚以上、持参します。


　　事例提案する園　事例は、２日前までにＦＡＸ

　　　　　研究日までに平日が最低１日以上入るよう、遅くても２日前までに参加園に事例を送ります。研究日が月曜日なら木曜日まで、火曜日なら金曜日までに送ります。


　　事例を提案しない園　ポストイットを持ち寄る
　　　　　○事例が文章・写真の場合　→推進委員だけでなく、同僚にも事例を読んでもらって、コメントをポストイットに書いてもらいます。ポストイットには、１枚につき１つだけコメントを書くようにします。
　　　　　○事例が映像の場合　　　　→ポストイットは、研究会で映像を見ながら記入します。

　　　　用意するもの　【参加各園が用意】ポストイット　※推奨サイズ75mm×25mm

　　研究会が始まったら、すぐにポストイットで開始
　　　　　限られた時間で深い話し合いができるよう、集まったらすぐに持ち寄ったポストイットを　　　使って話し合いをはじめます。

　　　　用意するもの　【会場園】Ａ３用紙―２枚×グループ数、色ペン（多めに）、セロテープ１台
　　　　　　　　　　　　　　　　模造紙１枚
　　＜ポストイットを活用した研究のすすめ方＞
　　　　　①同じようなコメントを集めて、台紙に貼っていきます。
　　　　　②次に、そのまとまりを丸で囲んでそれぞれに見出しを考え、用紙に直接書いていきます。

　　　　　③各グループで、その見出しの中から１つか２つ、話し合いたいテーマをしぼります。

　　　　　④グループごとに、そのテーマと話し合いの内容を発表しあいます。

　　　　　⑤他グループの意見を聞いてから、もう一度話し合いをし、そこでの気づきをさらに台紙に記入していきます。

　　　　　⑥記入済みの台紙、みんなで見合います。

　　　　　⑦記入済みの台紙を会場園でコピーしてもらって、事例発表園に返してフィードバックします。

　　　　　⑧記入済みの用紙の原本はセロファンテープで補強し、研究発表のために保管しておきます。

　　研究発表の準備
　　　　　検討した事例の記録だけでなく、考察のまえに、毎回の研究会で話し合われたことを吹き出し形式等で記入していく方法も検討します。
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【写真や映像の取り扱い】


肖像権等に配慮し、選び方は園長の判断にしたがってください。写真には必ずしも児が写っている必要はありません。園長が印刷物への掲載を許可しない写真は、研究日に持参して見せることとし、事前のＦＡＸや印刷物には掲載せず、研究発表会では当日に上映するだけにします。より質の高い研究にするため各園において撮影等にご協力いただき、必ず１枚以上、持参するようにしてください。
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